
　既に文部科学省から発表されていますように，新しい学習指導要領に基づく教科書は，平成23年4月からの使用となります。それに先立ちまして，平成21年4月から平成23年3月までの2年間に新課程に移行するための措置(移行措置)を講ずることが文部科学省から告示されています。

　算数・理科につきましては，移行措置期間中から新課程の内容の一部を前倒しして実施するため(先行実施)，授業時数を前倒しして増加させるとともに，現行課程の教科書には記載がない事項を学習する際に必要となる教材については，国の責任において児童用の補助教材(各教科書会社より発行)が配布されることになります。

　移行措置期間の算数においては，平成21・22年度ともに，現行課程よりも各学年20～25時間多い授業時数で，現行教科書および補助教材を使い，ご指導をしていただくこととなります。

　この冊子は，「わくわく算数」の採択地域の学校が，平成21年度の小学校算数科の複式学級指導計画を作成する際，参考となるよう作成したものです(平成22年度用は次年度作成予定)。作成にあたっては，平成17年～20年度用「わくわく算数」複式学級用カリキュラムを継承し，移行措置期間の時間数にあわせて追加・省略する内容をふまえた指導計画となるようにしています。
　以下に，平成17年度～20年度用複式学級における指導計画の作成の考え方を再掲いたしますので，ご確認下さいますようよろしくお願いいたします。
　なお，｢弊社HP｣，「平成21年度 カリキュラム作成資料(単式学級)」，｢平成21年度 移行措置対応 わくわく算数 補助教材 指導書(平成21年3月発行予定)｣にも，移行措置及び補助教材に関する情報を掲載しておりますので，カリキュラム編成のご参考にしていただければご幸甚でございます。

　複式学級の指導計画の作成にあたっては，年度当初の繁忙や複式学級の指導計画を作成する技術的な困難さもあり，一般的には，それぞれの学年の内容を，教科書の配列どおり並列した指導計画を作成している場合が多いのではないでしょうか。

　しかしながら，複式学級の研究授業では，いずれかまたは両方の教科書の配列を組み替え，指導にあたっているのをよく見かけます。これは「同単元指導」の効果を端的に物語っているといえましょう。

　実際「小学校複式学級指導資料」（文部科学省，平成7年10月）では，複式学級における指導計画について，次の3点から説明しています。

　(1)　教育課程の編成の特例を生かすこと

　(2)　同単元指導を可能な範囲で取り入れること

　(3)　直接指導及び間接指導の長所を生かすこと

　ここでは，(2)について上掲書から引用してみます（p.24)。

　複式学級において共通な内容や類似な内容を用いて指導することを同単元指導とよんでいる。同単元指導によって，異なる学年の子供が同じ雰囲気の中で学習を進めていくことができる。上学年の内容と下学年の内容とを組み合わせたり，配列したりする際には，算数の内容としての系統性や順序性に十分配慮する必要がある。年間指導計画の全体を同単元学習により構成していくことは難しいが，可能な範囲で同単元学習を取り入れていくことが望ましい。

　共通内容や類似内容で学習指導を進めることにより，下学年の子供にとっては学習内容についての発展的な見通しをもつことができるし，また，上学年の子供にとっては既習事項と現在学習している内容との関連が明らかになり，理解を一層確実なものとすることができる。

　

１.複式カリキュラム作成の基本的な考え方

　複式学級では，2個学年の児童を同時に指導しなければならないので，単式学級の場合と異なる問題があります。そこで，それらを解決して指導の効果を高める方法として,「同単元指導」が研究されました。2個学年の同じ領域の指導内容を同時に指導できるように計画すれば，数学的な原理や原則を中心にして指導を進めることができ効果的であると考えられたわけです。

　一方の学年が「小数のかけ算とわり算」を学習し，他方の学年が「立体」を学習するというよりも，分数なら分数で組んだほうが，また，同じ単元でなくても同領域の類似内容で組んだほうが指導しやすくなります。たとえば，第3学年「表とグラフ」と第4学年の「調べ方と整理のしかた」を一緒に指導すれば，両方に共通するものとして，資料の収集・整理の考えがあります。これを共通のねらいとして学習を進めると，上・下学年のかかわりによって，見通しをもったり既習事項との関連が図られたりするので，指導がより効果的になると考えられます。

　「同単元指導」について，文部科学省の「小学校複式学級指導資料」算数編（昭和55年6月）では，次のように述べています。

　ア．上・下2個学年にわたって類似または同系統の内容で単元を編成し，そこに共通した数学的な考えや原理がおさえられるようにする。

　イ．学習の導入において，上・下2個学年に同一の素材を与えることができ，その中から上・下学年に適切な課題を取り出すといった展開が可能になり，このとき学級全体が共通の学習をしているという一体感が生じやすく，よい雰囲気をつくることができるし，両学年の学習形態をそろえやすい。

　ウ．類似，または同系列の内容を学習させるために，教師がいわゆる「わたり」を行うにあたって，頭の切りかえがしやすく，教材研究や教材の準備も効果的にできる。

本資料は，1・2年，3・4年，5・6年編制の複式学級において，できるだけ同単元指導ができるように作成しました。したがって，教科書の単元配列を一部変更して，2個学年同じ領域で学習できるように組み替えました。各学年の資料の最初には「単元組み合わせ一覧」を示し，次に単元名と指導内容の主なものだけを示してあります。
　なお，紙面の都合で各単元の目標や1時間ごとの指導内容の組み合わせはできませんので，その作成の仕方を事例として示しました。

　

2.複式カリキュラム作成上の留意点

　上の基本的な考えに立って資料作成上留意したこと，指導上配慮する点などをあげてみます。

(1)　教科書でとっている指導内容の系統はなるべくくずさないようにして，単元の一部を配列替えし，できるだけ2個学年が同じ領域の指導内容を同時に指導できるように単元を組み合わせました。

(2)　この単元組み合わせは，教科書の単元をとびとびに扱うことになりますので，児童たちには，次に学習する単元を早めに知らせておく必要がありますし，保護者に対しても，その趣旨を前もって連絡しておくことも大切です。

(3)　同単元指導といっても，はじめから終わりまで「共通なねらい」を中心に指導できるとは限りません。単元の最初のほうは同単元の趣旨にそった指導ができても，指導が進むにつれて両学年の学習内容が，学年ごとにはっきり違っていく場合も多いと思います。毎時間の指導のねらいに応じて，授業過程を工夫していってください。

(4)　「共通のねらい」がはっきりしている場合は，素材や導入を一緒にすることもできますし，最後のまとめも両学年一緒に指導することができます。

(5)　「共通のねらい」がない場合は異単元組み合わせにしてありますが，学習の素材を工夫することにより，両学年の学習を関連づけ，学級全体を同じ雰囲気で指導できる場合があります。

(6)　複式学級は小規模，少人数学級ですから，１学年の人数は極端に少ない場合もあります。それだけに，わずかな時間でも両学年一緒に学習する時間をとることが大切になってきます。

(7)　同単元指導ができるといっても，学級全体が一緒に話し合いができる時間はわずかで，大部分は学年別の指導となります。その場合，学習課題の与え方やまとめ方をどうするかなどについて工夫しなければならず，「わたり」の研究も大切になります。

(8)　複式指導は，同単元であっても形の上では直接指導と間接指導の繰り返しとなるわけです。間接指導を効果的にするには，課題を明確に把握させ，自主的に学習できる手立てを工夫しなければなりません。

(9)　両学年の授業時数をそろえることから，一方の学年の１単元と他方の学年の数単元を組み合わせたものもあります。計算練習などを入れたり，発展的に考えさせるなどして，時間を調整する必要も出てきます。

(10) 学習指導要領に示されている第１学年と第２学年の指導時数が大幅に異なりますので，２年生に算数の学習をさせている時，１年生の指導をどうするか工夫が必要になります。45分の授業時間を弾力的に運用して，第１学年を30分授業として授業時数を増やしていくことも考えられますし，ドリルや関連した活動(ゲームなど）をさせることもできます。

(11) 第１学年と第２学年の単元の組み合わせは，月ごとの学習内容を示すに留めてありますが，時間を調整することで，類似内容で学習のはじめを一緒にすることもできます。学習素材を共通化したり，間接指導時の学習活動が自主的にできるような工夫が一層必要になってきます。

　

　地域や各学校の実績に合わせ，この資料を参考にして年間計画を作成していただきますようお願いいたします。

3. 具体的な指導計画の立て方

　次に，本資料を使った具体的な指導計画の立て方を例示します。第３.４学年の「単元組み合わせ一覧」をご覧ください。第３学年の単元は「Ⅱ　表とグラフ」，第４学年は「Ⅱ　調べ方と整理のしかた」で，次のように組み合わせてあります。

　１つの単元を同じような内容で指導できる例です。

	２学期制
	３学期制
	月
	３　年
	４年

	
	
	
	単元　指導内容
	時
	単元　指導内容
	時

	後　期
	３　学　期
	１　月
	11 表やグラフに表そう　　　（下47～57）

「表とグラフ」
（課題設定）

1 表づくり
・学習の動機づけ

・資料の収集と分類整理と１次元の表

②ぼうグラフ
・棒グラフのよみ方・かき方

③くふうした表
・同一の項目でかかれた複数の表をまとめて，簡単な２次元の表をつくること
たしかめ道場

みらいへのつばさ

	１

４

１

１
	11　記録を整理して表に表そう（下49～56）

　調べ方と整理のしかた　

（課題設定）

・２つの観点で調べることへの動機づけ

・身近な事象を２つの観点別に整理し，２次元の表に表して，その事象の特徴をつかむこと

たしかめ道場

みらいへのつばさ


	１

２

１

	
	
	
	
	
	ふく習　　　　　　　　　　　　（下57）

	１


　この組み合わせ（前ページの表）を基に，以下のような指導内容がわかる計画を作成すれば，具体的で指導しやすくなります。

	２学期
	３学期
	月
	３　　年
	４　　年

	
	
	
	単元
	目標
	小単元
	指導内容
	時間
	わたり
	時間
	指導内容
	小単元
	目標
	単元

	後　　期
	３　学　期
	１　月
	11　表とグラフ
	・身のまわりにある事象について，目的に応じて観点をきめ，資料を分類・整理し，表にまとめることができる。

・棒グラフの意味を理解し，これをよんだりかいたりできる。
	①表づくり
	・分類・整理への動機づけ

・資料の収集・整理と１次元の表
	１
	
	
	１
	・２つの観点で調べることへの動機づけ
	
	・身近な事象を２つの観点別に整理し，２次元の表に表して，その事象の特徴をつかむ。
	11　調べ方と整理のしかた

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	②ぼうグラフ
	・棒グラフのよみ方・かき方
	４
	
	
	２
	・２つの観点で調べ，２次元の表にまとめること
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	１
	・観点別評価
	たしかめ道場
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	③くふうした表
	・同一項目の複数の表をまとめて簡単な２次元の表をつくること
	１
	
	
	
	
	みらいへのつばさ
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	たしかめ道場
	・観点別評価
	１
	
	
	1
	復習

	
	
	
	
	
	みらいへのつばさ
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　わたりのところで，　　　は直接指導で，　　　は間接指導，　　　は個別指導（間接指導で，このときどちらの学年にもつける）です。わたりについては，各学校によっても違うと思いますので，各学校で工夫する必要があります。

　　両学年とも資料の整理が中心となっているため，同一時間指導としては扱いやすい組み合わせです。

　第３学年の「表とグラフ」は７時間，第４学年の「調べ方と整理のしかた」は後の「復習」と合わせて5時間配当ですが，「みらいへのつばさ」を柔軟に扱うことで，単元の導入と終わりをほぼ同じにすることができます。

　ところで，これを１時間毎の学習活動で見てみると，両学年が必ずしも同じ学習内容とはいえませんが，できるだけ両学年の共通の学習素材を取り上げて指導するようにします。このことで，両学年が協力して学習し，互いに考えを深めることができますし，学級としての雰囲気もまとまり，学習効果をあげることができます。一方，指導者側からいうと，教材研究や教材の準備が効果的に行えることになります。
複式学級における指導計画の作成にあたって





平成21年度　複式学級における指導計画の作成にあたって
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